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討 論
平成30年度琴浦町一般会計歳入歳出決算認定について

認定（桑本賢 議員）
　台風の大災害に良く対応した。行財政改革と
しての施設の町民評価、小中学校の空調設備等
に頑張った。認定する。

認定（澤田 議員）
　小中学校のエアコン設置、熱中小学校の開校、
災害対策にすばやく対応、公共施設レビュー等
の取り組みを評価し認定する。

不認定（高塚 議員）
　同和関連事業や臨時職員に対する雇用的差別
が改善されていない。旧以西小学校に設置の農
業研修生宿泊施設が５室のうち１室しか利用さ
れていない。

不認定（押本 議員）
　同和関連監査報告にある民間運動団体の補助
金の不適切な支出、隣保館の改善無し、失効し
た同和関連法なのに継続している。

不認定（大平 議員）
　熱中小学校事業の熱中通販の売り上げは目標
１億円に対して９万円しか売り上げがない。見
直し急務。
　（部落解放同盟琴浦町）協議会に対する補助金
などにも問題あり。

不認定（青亀 議員）
　監査請求により明らかになった部落解放同盟
琴浦町協議会に対する補助金180万円の使途不
適切。同和対策が随所に盛り込まれている決算
は不認定。

９月
定例議会

特別委員会では 
　9月定例会は、９月３日から９月20日まで開かれた。今議会より全議員で構成される予算・
決算審査特別委員会が設置された。委員会では、平成30年度一般会計決算が認定６名、不認
定７名で不認定となったが、本会議では可否同数となり議長裁決で認定となった。また、６月
議会で決議した「琴浦町が行っている同和対策事業・事務の運用状況について」の監査請求に
伴う報告書について議論が集中した。

不 認 定

委員長、議長は採決に不参加
※�現状維持の原則：議会において過半数議決を要する場合、賛成・反対が同数で議長が裁決するときは、
条例改正や予算の補正など、現状変更にあたるものは議決を差し控え、現状維持することが望ましいと
されるもの。

裁決で認定
会計決算
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討
論

不認定（福本 議員）
　町税等の滞納が増えており、国民健康保険税
がトップである。本来は国保税を低くすること
ができるのに、高く算定し基金に積んでいる。
不認定。

不認定（井木 議員）
　同和行政は住民の方と地域の方のギャップが
生まれている。いったんゼロにして、もう一度
やり直す必要あり。不認定。

反 対

7
賛 成

7
議長裁決により認定1　同和対策事業について（以下報告書抜粋）

　　�平成14年３月に失効している「地域改善対策特定
事業に係る、国の財政上の特別措置に関する法律」
は、「財政上の特別措置」を定めたものと解され、
同和対策事業継続の可否に言及したものではなく、
また同和施策の必要があれば一般対策として対象地
域を同和地区に限定して行う施策を否定するもので
ないと判断する。

2　�部落解放同盟琴浦町協議会への補助金支出について
　　�町交付要綱にある180万円の算出につき、明確な根
拠がなく、補助金の算出にあたって、町としての基
本的方針や明確な指針を設定すべきと考える。

　　�旅費の算出根拠についても、平成20（2008）年に
作られた申し合わせ事項で処理されており、算出根
拠となる規程等を設けて処理されたい。

　　�補助金交付担当（人権・同和教育）課にあっては、
その事務処理について適正な処理がなされるよう補
助団体への指導を徹底されたい。

3　住宅新築資金等貸付事業について
　　�課題としては、借受人・保証人の高齢化による返済
能力の低下。貸付当初の抵当権の設定等の不備。返
済意思が薄い借入者の存在である。

　　�基本的に、公平性の面から債権放棄という立場をと
らず、最後まで回収努力する姿勢が必要である。

　　�今後の対応として、住宅新築資金等貸付金以外の滞
納も含め担当課を超えた「滞納対策チーム」を編成
する等ノウハウと情報を共有し、積極的で高度な業務
推進を図るなどさらなる滞納額縮減に努力されたい。

同和対策事業の特別監査報告出る
　９月５日、町監査委員より報告を受け質問が集中、報告要旨と主な質問は以下のとおり。

監査報告に対する質問（主なもの）
●�（総務省見解等は）一般対策への移行を推進
する記述で、特別対策継続の理由になるとい
う解釈になるのか。

●�『今後の「町民意識調査」、「実態調査」を踏
まえて新たな施策を構築していくことが望ま
しい』との記述は、部落差別解消推進法の付
帯決議を読んでの記載なのか。

●�2018年度部落解放同盟琴浦町協議会決算書
内に「会議費」として特定政党の会議参加費
が含まれているが、公益的な活動を目的とし
ている団体として問題はないか。

●�「文化センター館長」「生活相談員」「人権教
育推進員」と他の特別職公務員との不均衡に
ついてどう考えるか。

●�部落解放同盟琴浦町協議会への補助金のう
ち、「研修費」が予定外の会員研修費によっ
て消化されてはいないか。

●�議会は、固定資産税減免は廃止と決議した。
このことに対する意見は。

●収支予算書、見積書等の検査はしたのか。
●�監査対象団体に出向き、諸帳簿のチェックは
したのか。

●�生活相談員と民生委員との連携について聴き
取りはしたのか。

●�公益的な活動をする団体の「公益的」と判断
した根拠は。

●�住宅新築資金等貸付事業特別会計を閉鎖する
工程についての監査意見は。

可否同数 議長
30年度一般平

成
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令和元年度琴浦町一般会計補正予算（第３号）

反対（高塚 議員）　　
　カウベルホール予算は事業費用を専門家に任せるべき。図書館の改革検討事業
については、まなびタウン全体を考えるべき。本末転倒である。

反 対

3
賛 成

11

令和元年度琴浦町一般会計補正予算（第３号）（組み替え動議）

反対（桑本賢 議員）
　より多くの議論を深めて、カウベルホールをどうするか。結論を出すための会議費用計上は当然だ。

賛成（大平 議員）
　改修にどれだけのコストがかかるのか資料を明確に示すことが急務である。

賛成（高塚 議員）
　改修費用の提示を求めても提示しない。それをせずに利用はどうだとか、言
語道断。組み替えには賛成。

反 対

8
賛 成

6

不認定（高塚 議員）
　本来入るべきお金は、１億4900万円、実際入ったのは600万円、実に４％し
か入っていない。滞納整理に膨大な人件費も必要、抜本的に取り組む必要あり。

反 対

5
賛 成

9

平成30年度琴浦町住宅新築資金等貸付事業について特別会計決算認定

不認定（青亀 議員）
　過年度分の回収が新築で４％、改修で２％、宅地取得で２％と滞納は、ほぼ
こげついている。抜本的な改革を求める。

平成30年度琴浦町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

不認定（福本 議員）
　資産割がネックになっている。基金に積み立てるより今を生きている人のた
めに見直すべき。
　※�資産割とは：国民健康保険税の税額を算出する上で、固定資産税額に応じて算出される

部分。琴浦町は、所得割（加入者の所得に応じて算出）・資産割・均等割（加入者1人に
つき定額）・平等割（１世帯につき定額）を合計（4方式）して算出している。

不認定（青亀 議員）
　国保税の引き上げもあり決算は黒字になり、基金に積み上げられている。一方、
町税のなかで滞納は１位、払いたくても払えない状況である。改革が必要。

反 対

3
賛 成

11

内　容
　カウベルホール運営事業（町民が広く利用を考える会）24万7000円が計上されているが、改修費
用および財源が正式に提出されていないので、取り除きを要求する。

修正動議：�議会側が具体的な項目の増額と減額を提案し新たな予算案として議決をはかるもの。
組み替え動議：町長側に予算案を作り直して再提出を求めるもの。

押本議員が組み替え動議を提出
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陳情第７号
米軍普天間飛行場の辺野古移設を促進する意見書に関する陳情

不採択（高塚 議員）
　普天間の移転は賛成である。辺野古の埋め立て土砂は小豆島など本土から運ばれている。県民の民意
に反して辺野古を促進することは反対。

不採択（押本 議員）
　沖縄県発行の解説書にあるように、住民の意志とはかかわりなく、
基地が次々と建設された。「普天間の移設は辺野古が唯一の解決策だか
ら沖縄が基地を負担しろ」というのは理不尽。

採択（桑本始 議員）
　辺野古移設は、日本国民の安全がかかっている。外交安全保障政策は、国の専決事項であり、普天間
の住民の安全のためには採択すべき。

賛否が分かれた議案等の起立採決による審議の結果

審
議
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果
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令和元年度琴浦町一般会計補正予算（第
２号） 可決 11 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 欠 議

定
例
会

米軍普天間飛行場の辺野古移設を促進
する意見書に関する陳情 不採択 6 8 ○ × × × ○ × × × × ○ × ○ ○ ○ 議

令和元年度琴浦町一般会計補正予算（第
３号）の組み替え動議 否決 6 8 × ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ × × × 議

令和元年度琴浦町一般会計補正予算（第
３号） 可決 11 3 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 議

平成30年度琴浦町一般会計歳入歳出決
算認定について 認定 7 7 ○ × × × × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × ※

平成30年度琴浦町国民健康保険特別会
計歳入歳出決算認定について 認定 11 3 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

平成30年度琴浦町住宅新築資金等貸付
事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定 9 5 ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × 議

この表に掲載していない議案は全会一致で可決、請願・陳情は全会一致で採択となった。
○＝賛成　　×＝反対　　欠＝欠席　　議＝議長　　退＝退席
※「平成30年度琴浦町一般会計歳入歳出決算認定について」は、起立採決の結果、可否同数であったため、議長裁決により認定と決した。

反 対

8
賛 成

6

―　5　―第62号　2019年11月１日　ことうら議会だより



討
論

請願・陳情

番号 件　　名 提　出　者 要　　旨 付　託
委員会

委員会
の意見

本会議
採択結果

元年
請願
第３号

「最低賃金の改善
と中小企業支援の
拡充を求める意見
書」の提出を求め
る請願書

鳥取県労働組合総連合
　議長　田中 暁
　紹介議員：青亀 壽宏

　最低賃金の地域間格差を
なくして大幅に引き上げ、
中小企業支援策の拡充を実
現するため国に対して意見
書の提出を求める。

総務 採択 採択
（国に意見
書提出）

30年
陳情
第５号

琴 浦 町 カウベ ル
ホールの運営存続
と早期改修について

琴浦町カウベルホール
を守る会
� 代表　四門 隆

　カウベルホールの運営存
続と早期改修を求めるとと
もに、利用者の意見集積、
運営方法の検討、及び「琴
浦町文化芸術振興ビジョン」
の策定を求める。

教育民生 継続審査
（P.7に委員
長報告掲載）

継続審査

元年
請願
第４号

農業振興地域農用
地区域除外に関す
る請願書

上法万区長　横山 史英
　紹介議員：青亀 壽宏

　農産物加工施設及び関連
施設建設予定地の農業振興
地域農用地区域除外できる
よう町長へ意見を提出する
ことを求める。

農林建設 継続審査 継続審査

元年
陳情
第６号

日本政府に対して、
国連の「沖縄県民
は先住民族」勧告
の撤回を求める意
見書の採択を求め
る陳情書

一般社団法人
日 本 沖 縄 政 策 研 究
フォーラム
　理事長　仲村 覚

　日本政府に、「沖縄県は先
住民族」という国連の誤っ
た認識と勧告の撤回を求め
るよう働きかけることを求
める。

総務 継続審査 継続審査

元年
陳情
第７号

米軍普天間飛行場
の辺野古移設を促
進する意見書に関
する陳情

宜野湾市民の安全な生活
を守る会
　会長　平安座 唯雄

　国に対し、普天間飛行場
の危険性を除去するための
辺野古移設の促進と、沖縄
県においてのさらなる基地
の整理縮小を求める。

総務 不採択 不採択

元年
陳情
第８号

教職員定数改善と
義務教育費国庫負
担制度２分の１復
元をはかるための、
2020年度政府予算
に係る意見書採択
に関する陳情

鳥取県教職員組合
中部支部
　支部長　尾崎 豊久
鳥取県高等学校教職員
組合中部支部
　支部長　谷口 善一朗

　国に対し、計画的な教職
員定数改善の推進と、義務
教育費国庫負担制度の負担
割合を２分の１に復元する
ことを求める。

教育民生 採択 採択
（国に意見
書提出）
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９月20日本会議に提案された人事案件２件について任命に同意した。

＊教 育 長（新任）　田
た
中
なか
 清
きよ
治
はる
 氏（倉坂）（任期：令和元年10月27日～令和４年10月26日の３年間）

＊教育委員（再任）　高
こう
力
りき
 和
かず
美
み
 氏（高岡）（任期：令和元年10月27日～令和５年10月26日の４年間）

◆ ◆ 人 　 事 ◆ ◆

臨 時 議 会
８月21日
　専決処分の報告４件、議案第64号令和元年度一般会計補正予算（第２号）（2,470万円
の増額）１件が上程され、賛成11名、反対２名で可決された。補正予算の主なものは、
「コトウラ観光産業化プロジェクト（地方創生推進交付金事業）」で町の観光戦略を練り
直し、観光による地域産業全体の活性化を図る経費である。

　カウベルホールの存続を求める陳情が昨年９月議会に提出され、１年を経過したが「継続審査」と
いう結果にならざるを得なかった。当委員会でカウベルホールの存続について結論が出せないのは、
存続にあたっての耐震大規模改修に対する信頼できる費用が示されないためである。
　カウベルホールは琴浦町が合併して間もない時期に、旧東伯町農協の経営破たんに伴い鳥取中央農
協への吸収合併実現のため、琴浦町がひきとったものである。当時の旧東伯町農協は組合員のほとん
どの出資金が没収され、吸収合併以外に農協の存続ができないという大変厳しい中における決断で
あった。
　琴浦町は、合併後の施設の維持管理について長期計画を策定するとともに今年３月「公共施設レ
ビュー」を実施、カウベルホールを含む５施設について町民評価員及び審議委員の意見を聞いた。
　町民評価委員の評価では「譲渡・廃止」の意見が最も多かったのがカウベルホールであった（広報「こ
とうら」５月号）。築33年を経過したカウベルホールは、ついに空調がダウンし、ホールの使用がで
きなくなるところまできている。また、耐震構造は明らかに天井の耐震が不足しており全面的な大規
模耐震改修は避けられない。
　カウベルホールは「響きがいい」との評価もあるが、立地条件、駐車場不足、アクセスの問題など
とともに、存続のための大型改修に要する正確な費用を示し、町民に説明する責任は町執行部にある。
最も重要な情報を隠したままの政策決定ほど危険なものはない。
　よって教育民生常任委員会は、琴浦町執行部に対し、カウベルホール存続のために必要な大規模改
修の正確な費用を早期に公開するよう求める。

� 教育民生常任委員会
� 委員長　大平 高志

カウベルホールに対する陳情についての報告
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委員会の
報告 委員長　大平 高志

　９月12日に委員会を開催し、次の陳情２件を審査した。自由討議のあと、「カウベルホー
ルの運営存続に関する」 陳情については、引き続き継続審査、 「教職員定数改善と義務教育費
国庫負担制度２分の１復元をはかる」ための陳情については採択とした。 また所管各課か
ら議案関連と報告事項の説明を受け、下記のとおり活発な意見があった。
　終了後、まなびタウンで行われた「県民の日」にちなんだ町民対象給食試食会に参加した。

Q　 いじめ問題についての取組は。
Ａ　 職員でケース会議※１を行うなど対応している。
Q　 保育無償化に伴い副食費が発生するが、どの程度か。
Ａ　 月4,500円程度になる。

Q　 フリースクール※２に通う人への支援は。
Ａ　 検討したい。
Q　 県サッカー協会からの寄付の使途は。
Ａ　 サッカーボール購入やトレーニングルームの

機器に使いたい。
Q　 「健康寿命日本一」に向けた取り組

みは。
Ａ　 協議をしながら取り組みたい。

※１　 ケース会議とは：担任の先生と保護者だけで
なく、関係機関と連携した、チームで子ども
の支援を考えていく仕組み。

※２　 フリースクールとは：何らかの理由で学校に
行くことができない、行かない、行きたくて
も行けない、という子どもたちが、学校の代
わりに過ごす学びの場。

教育民生常任委員会

まなタンでの給食試食会

カノウユミコさん監修の琴浦町産品
メニュー

委員長　手嶋 正巳

　９月17日に委員会を開催し、請願１件、陳情２件について審査した。
　所管の各課から報告事項について説明を受けたのち、活発な議論を
行った。
　付託された請願第３号「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求め
る」請願については、採択。陳情第６号「日本政府に、沖縄県民は先住
民族という国連の勧告の撤廃を求める」陳情は、継続審査。陳情第７号
「米軍普天間飛行場の辺野古移設促進を求める」陳情は、不採択とし審
査を終えた。

Q　 浦安駅前の危険空き家はどうなっているか。
Ａ　 12月末には解体工事完了。
Q　 事業レビュー対象事業から、「斎場」は外してほしい。
Ａ　 「斎場」整備に関しての事情は理解できる。
Q　 熱中小学校の通販について。
Ａ　 実績は９万円程度。厳しい状況にある。
Q　 中小企業、小規模企業振興計画について。
Ａ　 各企業の所得増が重要。

総務常任委員会

解体対象の空き家

ことうら議会だより　2019年11月１日　第62号―　8　―



委員長　高塚 勝
　７月30日に全議員で構成される委員会を開催。
　関係課長の出席を求め、町税等の滞納状況、各課の取り組み状況の説明を受け、今後の取り組みを協議した。
　また、９月18日にも委員会を開催し、今後のスケジュール等を協議した。

町税等滞納問題調査特別委員会

委員会の
報告

委員長　手嶋 正巳

　初の議員全員参加による予算・決算審査特別委員会が設置された。
　当委員会に付託された議案について、去る９月10日、11日に各担当課長から「平成30年度主要施策の成果説明
書」に基づき説明を受け、活発な質疑が行われた。19日の最終委員会において、慎重に審査した結果、議案第85
号平成30年度琴浦町一般会計歳入歳出決算については不認定。残り議案第86号から103号の特別会計などの18議
案については原案のとおり認定・可決することが適当であ
ると決した。

Q　 土地改良区がいまだに旧町単位で２つある。組織体
制はどうなっているか。

Ａ　 土地改良区の合併は困難。
Q　 国保税の徴収率が低いが。
Ａ　 ひとつには退職時、急に税負担が増えるので滞納に

つながりやすいというのはあると思う。
Q　 斎場の火葬業務を民間業者に公募とあるが、残すべ

きだと思う。何か不都合があるのか。
Ａ　 施設は修繕して10～15年は維持管理していく予定。

予算・決算審査特別委員会

委員長　青亀 壽宏

　９月13日に所管の建設環境課、農林水産課および農業委員会の出席を求めて補正予算などについて説明を受け、審議した。
主なものは次のようなものであった。

Q　 八橋地区公民館付近の町道の危険箇
所にコーンが立ててあるだけ、夜間
は特に危険ではないのか？

Ａ　 要望があれば検討する。
Q　 要望が出てからではおかしい。町道

なら町が管理しなければならない。
Q　 農業研修施設はどうなっているか？
Ａ　 現在２名が利用している。２期生に

２人応募が有り１人は農大の研修を
希望している。

Q　 イノシシの猟期内の補助はないのか？
Ａ　 ない。

Q　 猟期内の捕獲補助は以前から要望されているが、検討
すべきではないか。

Ａ　 検討したい。
Q　 農業研修生がイメージと違うと言って悩んでいると聞

く、相談にはのっているのか。
Ａ　 農業経験のない研修生は県等と連携してサポートして

いる。
Q　 農業は投資が必要だから生計が成り立つモデルケース

を作るべきではないか。
Ａ　 資金計画などは普及所と相談し、補助も入れる検討を

している。

　上法万部落からワイン醸造所およびその関連施設計画に伴う「農業振
興地域除外」を推進する請願が出されており、農林水産課より説明を受
けた。
　「事前協議」の段階であり、「継続審査」とした。
　請願に関連して(株)フジオフードシステム現地駐
在役員から事業計画の概要を聞き取った。
　その後、現地確認のため、ワイナリー構想予定
地を訪ねた（写真）。

農林建設常任委員会
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※青字は、本紙では省略

今回の
質問者

一般質問ここが
聞きた

い

一般質問 Q A&

通告２番

① 『特別史跡斎尾廃寺跡保
存活用計画』の実情と展望
② 人権問題の取り組み状況

押本 昌幸① 「町民の声」制度について
② ｢コトウラ暮らしお試し
住宅｣（愛称｢琴浦さんち｣）
について

前田 敬孝

通告１番 通告３番

① 健康寿命日本一を目指す
町としての施策について

角勝 計介

通告９番

① 「差別事象対応マニュア
ル」について

青亀 壽宏

通告10番

① 同和対策に係る固定資産
税の減免について
②交通弱者対策について
③防災について
④公共施設レビューについて

高塚 勝

通告11番

① 古布庄地区に複合機能拠
点（ゲートウェイセンター）
「郷の駅」構想について

桑本 始

通告８番

① 琴浦熱中小学校の今後
② 来年度予算編成の方向性
③ 麒蹄郡との交流について
④ 差別事象等対応マニュア
ルの運用状況について

大平 高志

通告５番

① 公営住宅等の利活用につ
いて

② 民間アパート等の自治会
活動について

③各学校プールについて

福本 まり子

通告６番

① 小学校、中学校の校庭・
中庭に芝生を
②防災への備えについて

新藤 登子

通告７番

① 白鳳祭について
② 防災士について

手嶋 正巳

通告４番

① 小・中学校の不登校対策
について

澤田 豊秋

一般質問の答弁者に「○○課長」とあるのは、地方自治法第121条の規定により、町長及び行政委員会の長
から「委任を受けた説明員」として出席した課・局・室長の答弁。

議　　長 町長及び各委員会の長 各課・室・局長
出席要求 委任

一般質問とは、議員が、町長・教育長・農業委員会会長・選挙管理委員会委員長・監査委員などの執行機関に対し、
事務の執行状況や将来に対する方針などについて問うもの。
本町議会の質問時間は、１人30分以内（答弁時間除く）。
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一 般 質 問 一 般 質 問

回
答
に
半
年
近
く
か
か
っ

て
い
る
も
の
が
あ
る

 　
　
　
図
書
館
へ
の
苦
情
が
平
成
28
年
８

月
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。「
貴
重

な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
冒
頭
に
あ
る
が
、
回
答
に
は
５
か
月
も

か
か
っ
て
い
る
。
町
長
は
「
町
民
の
声
」

に
目
を
通
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。
ま

た
そ
の
重
要
性
を
感
じ
ら
れ
て
い
る
か
、

所
見
を
伺
い
た
い
。

受
付
後
２
週
間
が
基
本

 

小
松
町
長

答
　
こ
の
制
度
は
平
成
18
年
度
か
ら
設
定
を

し
て
い
る
。
協
議
で
長
引
く
こ
と
も
あ
る

が
、
２
週
間
で
の
回
答
を
基
本
と
し
て
い

る
。
町
民
の
声
を
聞
い
て
そ
れ
を
施
策
に

反
映
す
る
ひ
と
つ
の
方
法
と
い
う
こ
と

で
、
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
質
問
を
し
て
い
る
の
に
回
答
が
半

年
経
て
か
ら
出
て
く
る
よ
う
な
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
改
善
の
余
地
が

残
っ
て
い
る
と
思
う
。

「
町
民
の
声
な
ん
か
届
か
ん

で
し
ょ
う
。」

問
　
こ
の
よ
う
な
意
見
が
30
年
度
に
寄
せ
ら

れ
て
い
る
が
、
単
な
る
問
い
合
わ
せ
と
い

う
形
で
処
理
さ
れ
た
の
は
残
念
だ
。
こ
う

い
う
意
見
を
真
摯し

に
受
け
止
め
る
姿
勢
が

必
要
だ
と
思
う
。
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
町
民
の
声
を
投
稿
す
る
方
法
が
わ
か
り

に
く
い
。
誰
で
も
気
軽
に
意
見
を
寄
せ
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
町
内
で
も
ス 

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
率

は
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
る
が
、
反
面
、
紙

の
媒
体
に
頼
る
し
か
な
い
お
年
寄
り
も
あ

る
。
受
取
人
支
払
い
の
は
が
き
を
町
報
に

折
り
込
む
と
い
う
手
も
あ
る
。
回
答
に
関

し
て
は
県
で
も
「
県
民
の
声
」
の
制
度
が

あ
る
が
、金
曜
日
に
受
け
付
け
た
も
の
が
、

翌
火
曜
日
に
は
回
答
し
て
い
る
事
例
が
あ

る
。
参
考
に
し
て
は
ど
う
か
。

肝
に
銘
じ
て
対
応
す
る

 

小
松
町
長

答
　
今
日
は
管
理
職
が
全
員
そ
ろ
っ
て
い
る

の
で
、
い
た
だ
い
た
意
見
や
提
案
を
、
肝

に
銘
じ
て
対
応
す
る
よ
う
に
さ
せ
る
。
ま

た
見
づ
ら
さ
を
改
善
す
べ
く
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
全
面
的
に
刷
新
す
る
予
算
を
計

上
し
て
い
る
の
で
、承
認
い
た
だ
き
た
い
。

「
町
民
の
声
」
は
恊
働
参

画
の
第
一
歩
で
は
な
い
か
。

問
　
実
は
私
自
身
が
今
年
の
７
月
に
、
総
合

体
育
館
入
り
口
横
の
喫
煙
所
の
廃
止
に
つ

い
て
提
案
を
し
た
が
、
９
月
５
日
現
在
、

ま
だ
回
答
が
な
く
、
受
け
付
け
た
か
ど
う

か
の
連
絡
も
な
い
。
総
合
計
画
に
町
民
の

意
見
を
よ
り
多
く
反
映
さ
せ
る
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
が
、
意
見
や
提
案
を
適
切
に
処

理
す
る
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
。
恊
働
参

画
の
第
一
歩
で
あ
る
「
町
民
の
声
」
の
再

整
備
と
、
そ
れ
を
支
え
る
条
例
が
必
要
だ

と
考
え
る
。

無
作
為
抽
出
の
手
法
で

 

小
松
町
長

答
　
メ
ー
ル
に
よ
る
返
答
は
さ
ら
に
検
討
が

必
要
だ
。
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
無
作
為

抽
出
の
手
法
で
、
町
民
の
代
表
か
ら
ご
意

見
を
聞
い
て
い
く
。
場
合
に
よ
っ
て
は
条

例
も
検
討
す
る
。

　
　問

問 「町民の声」の制度
所見を伺う

答 それぞれの施策に反映していく
ことを目的としている 小松町長

入れ入れ

前田 敬孝　議員
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一 般 質 問 一 般 質 問

　
　
　

９
月
１
日
に
合
併
15
周
年
記
念
式
典
が
あ

り
、
そ
の
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
文
言

を
聴
い
て
思
っ
た
の
が
斎
尾
廃
寺
跡
。

① 

昨
年
度
『
特
別
史
跡
斎
尾
廃
寺
跡
・
史

跡
大お
お

高た
か

野の

官か
ん

衙が

遺
跡
保
存
計
画
』
誌
が

出
た
が
、
そ
の
状
況
を
。

② 

琴
浦
町
と
し
て
ど
う
い
う
価
値
が
あ
る

の
か
、
考
え
方
を
。

③ 

琴
浦
町
の
宝
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
町
の

内
外
に
知
ら
し
め
て
い
く
の
か
。

①　
小
松
町
長

②
③
小
林
教
育
長

答① 

表
土
が
流
出
し
、
地
下
の
埋
れ
て
い
る

も
の
が
だ
め
に
な
る
の
で
、
計
画
を
国

に
申
請
し
、（
区
域
の
）
追
加
指
定
を

受
け
た
。

② 

国
宝
に
も
並
ぶ
も
の
で
あ
る
。
昨
年
度

の
発
掘
調
査
で
「
八や

寺て
ら

」
と
い
う
当
時

の
寺
の
名
前
も
判
明
し
た
。

③ 

多
方
面
で
の
活
用
の
た
め
に
、
調
査
に

基
づ
い
た
最
新
情
報
を
発
信
し
活
用
を

図
る
。

　
　
　
提
案
に
な
る
が
、
国
の
宝
で
も
あ

る
斎
尾
廃
寺
跡
の
ソ
フ
ト
戦
略
と

し
て
「
白
鳳
祭
」
を
捉
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
こ
の
廃
寺
の
見
せ
方
、
宣
伝
の
仕

方
、
い
ろ
ん
な
方
法
が
あ
る
中
の

一
つ
と
考
え
る
。

　
　
　
人
権
問
題
の
取
り
組
み
と
い
う
こ

と
で
、
法
務
省
の
人
権
問
題
の 

課
題
に
は
、
女
性
・
子
ど
も
・
高
齢
者
・

部
落
・
性
的
指
向
な
ど
10
幾
つ
も
あ
る
。

町
長
方
針
の
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
…
。

　
　
　
「
琴
浦
町
部
落
差
別
撤
廃
と
あ
ら

ゆ
る
差
別
を
な
く
す
る
条
例
」が
、

「
町
民
憲
章
」
な
ど
宣
言
し
て
い
る
大
き

な
柱
で
あ
る
。

　
　
　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
・
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
※
の
人
の

割
合
は
、
左
利
き
の
人
な
ど
同
じ

８
％
く
ら
い
だ
と
い
う
。

学
校
で
も
い
る
は
ず
。
学
生
服
の
全
国

シ
ェ
ア
７
割
の
倉
敷
で
は
、
既
に
性
差
の

少
な
い
制
服
を
開
発
し
て
い
る
が
、
中
学

校
で
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

長
尾
教
育
総
務
課
長

答
　
現
在
、
校
長
会
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー

の
制
服
を
検
討
し
て
い
る
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の

問
題
が
、
こ
れ
だ
け
で
解
決
す
る
と
は
思

わ
な
い
が
、先
ず
は
制
服
か
ら
と
、検
討
中
。

　
　
　
合
併
も
ト
ッ
プ
だ
っ
た
の
で
、
こ

れ
ら
も
琴
浦
が
ぜ
ひ
ト
ッ
プ
を
切

る
よ
う
に
願
う
。

※
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
、
性
的
少
数
者
の
総
称
の
１
つ
。

　

 

Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
と
は
、
す
べ
て
の
ひ
と
の
属
性
と
し
て
の
、
性

的
指
向
と
性
自
認
。（
東
京
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
イ
ド
か
ら
）

問

問答問答

問問

押本 昌幸　議員

問 ① 国の特別史跡斎尾廃寺跡の利活用は
②人権問題のあり方は

答 ①国宝にならぶもの
② 「…差別をなくする条例」が大きな柱

９月６日付　「日本海新聞」記事

書道パフォーマンス（山田美鈴氏書）

『特別史跡斎尾廃寺跡・史跡大高野
官衙遺跡保存計画』誌
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一 般 質 問 一 般 質 問

ツ
ボ
ク
サ
を

 

町
の
特
産
に

　
　
　
新
規
農
業
者
の
目
玉
と
し
て
、
ゴ

ツ
コ
ラ
（
和
名
、
ツ
ボ
ク
サ
）
の

栽
培
研
究
に
、
産
・
官
・
学
全
体
で
取
り

組
ん
で
み
て
は
ど
う
か
。
こ
の
薬
草
は
、

奇
跡
の
ハ
ー
ブ
と
呼
ば
れ
、歴
史
は
古
く
、

中
国
、
イ
ン
ド
で
は
重
要
な
ハ
ー
ブ
と
し

て
愛
用
さ
れ
て
い
る
。

　
食
べ
る
Ｉ
Ｑ
と
呼
ば
れ
、
認
知
症
の
予

防
に
つ
な
が
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
生
で

も
食
せ
、
お
茶
に
も
で
き
る
。
日
本
で
も

自
生
し
て
い
る
が
、
農
業
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
も

推
奨
さ
れ
て
い
る
ハ
ー
ブ
で
あ
る
。
こ
の

点
で
も
先
覚
者
利
益
と
し
て
の
可
能
性
を

感
じ
る
。
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

ま
ず
は
作
っ
て
み
て
は

 

小
松
町
長

答
　
薬
草
の
話
で
新
規
就
農
者
に
薦
め
る
か

ど
う
か
は
、
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。
以
前

か
ら
町
の
特
産
品
と
い
う
形
で
模
索
は
し

て
い
る
が
、
取
引
先
が
決
ま
り
ス
タ
ー
ト

と
な
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
ま
ず
は

作
っ
て
み
る
の
は
良
い
と
思
う
。
否
定
は

し
な
い
。

町
で
眼
科
検
診
を

　
　
　
白
内
障
の
20
％
は
紫
外
線
の
影
響

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
高
齢
に
な

る
と
80
％
以
上
の
確
率
で
発
症
し
、
視
力

低
下
に
つ
な
が
り
健
康
寿
命
を
縮
め
て
い

る
。

　
そ
の
予
防
対
策
と
し
て
、
サ
ン
グ
ラ
ス

を
勧
め
る
が
、
掛
け
た
い
人
が
ど
こ
で
も

で
き
る
よ
う
に
、
使
用
に
対
し
て
の
偏
見

を
無
く
す
た
め
町
長
自
ら
使
っ
て
見
せ
る

の
が
一
番
効
果
が
あ
り
、
紫
外
線
対
策
へ

の
意
識
も
高
ま
る
。

　
同
様
に
国
民

病
レ
ベ
ル
の
白

内
障
に
対
し

て
、
町
と
し
て

眼
科
検
診
も

行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。重

点
は
成
人
病 

小
松
町
長

答
　
健
康
診
断
で
、
今
何
に
重
点
を
置
く
と

な
れ
ば
、
や
は
り
成
人
病
予
防
だ
。
眼
科

は
今
の
と
こ
ろ
優
先
順
位
は
低
い
が
、
必

要
で
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
が
、
今

は
数
字
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。ま
た
、

財
政
的
に
苦
し
い
こ
と
も
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

水
中
運
動
の
で
き
る

 

施
設
を

　
　
　
温
水
プ
ー
ル
を
求
め
る
声
を
耳
に

す
る
。近
年
、町
内
の
小
学
校
で
、

プ
ー
ル
の
稼
働
率
が
下
が
っ
て
い
る
。
猛

暑
で
あ
る
と
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
あ

る
け
れ
ど
も
使
わ
れ
て
い
な
い
状
況
が
起

こ
っ
て
い
る
と
聞
い
た
。
だ
と
す
る
な
ら

ば
、
町
内
で
一
つ
に
ま
と
め
生
徒
と
町
民

が
共
用
で
き
る
施
設
が
で
き
な
い
か
、
検

討
を
。

知
恵
の
出
し
ど
こ
ろ

 

小
松
町
長

答

 　
あ
っ
た
ら
い
い
の
は
承
知
し
て
い
る
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
水
中
運
動
が

い
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
代
わ
る
運
動
は

な
に
か
な
い
の
か
、
け
っ
し
て
プ
ー
ル
一

つ
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
使

え
ば
健
康
寿
命
が
延
び
て
い
く
と
い
う
よ

う
な
、
重
点
を
さ
が
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

問

問

問

角勝 計介　議員

問 健康寿命延伸のための
３つの提案

答 否定はしない
財政的に厳しい 小松町長

ツボクサ（Centella asiatica）

う
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一 般 質 問 一 般 質 問

不
登
校
の
状
況
は

　
　
　
家
庭
状
況
、
友
人
関
係
、
学
業
の

不
振
、
ま
た
、
複
合
的
な
要
因
等

で
不
登
校
の
児
童
た
ち
は
後
を
絶
た
な

い
。
過
去
５
年
間
の
不
登
校
者
数
と
そ
の

要
因
は
。緩

や
か
に
増
加

 

小
林
教
育
長

答
　
平
成
26
年
が
小
・
中
合
わ
せ
て
11
名
、

27
年
が
27
名
、
28
年
が
25
名
、
29
年
が
17

名
、
30
年
が
25
名
と
緩
や
か
に
増
加
し
て

い
る
。
要
因
は
、
自
分
の
思
い
や
気
持
ち

を
う
ま
く
表
現
で
き
な
か
っ
た
り
、
小
さ

な
刺
激
を
深
く
考
え
、
思
い
悩
ん
で
し
ま

う
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
。

法
施
行
後
の
対
策
は

問
　
平
成
29
年
２
月
に
「
義
務
教
育
の
段
階

に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の

機
会
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
教
育
機
会

確
保
法
）」※
が
施
行
し
た
。
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
た
の
か
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
助
言

 

小
林
教
育
長

答
　
各
校
で
生
徒
指
導
委
員
会
が
開
か
れ
て

お
り
、
そ
の
委
員
会
へ
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
参
加
し
、
校
内
体
制

に
つ
い
て
助
言
を
し
、
教
育
委
員
会
と
情

報
を
共
有
し
て
い
る
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
対

応
は

問
　
県
の
教
育
委
員
会
が
認
可
し
て
い
る
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
学
し
て
い
る
生
徒

へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

担
任
が
面
談

 

小
林
教
育
長

答
　
中
学
校
で
毎
月
定
例
会
を
開
催
し
、
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
は
担
任
が
出
向
き
、
面

談
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
家
庭
訪
問
も

行
っ
て
い
る
。

授
業
料
等
の
補
助
を

問
　
こ
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
は
、
授
業
料

等
が
要
る
。

　
憲
法
第
26
条
で
は
、
普
通
教
育
は
こ
れ

を
無
償
と
す
る
。
ま
た
、
こ
の
教
育
機
会

確
保
法
で
は
、
負
担
軽
減
の
た
め
の
財
政

措
置
を
講
ず
る
よ
う
付
帯
決
議
も
な
さ
れ

て
い
る
が
、町
で
補
助
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
委
員
会
で
検
討

 

小
松
町
長

答
　
教
育
委
員
会
の
ほ
う
で
何
が
必
要
な
の

か
検
討
し
て
も
ら
う
。

　
学
費
補
助
の
件
は
、
今
後
の
課
題
と
し

て
研
究
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

今
後
の
対
策
は

問
　
今
後
財
政
的
な
こ
と
も
含
め
て
、
こ
の

法
律
を
十
分
検
討
し
て
対
応
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
地
域
を
挙
げ
た
体
制
も
含

め
て
、
総
合
教
育
会
議
で
十
分
検
討
し
て

ほ
し
い
。

　
　
　

総
合
教
育
会
議
で
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
く
。 

小
松
町
長

　
教
育
機
会
が
確
保
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
。 

小
林
教
育
長

　
　問

今
後
研
究
し
て
い
く

 

小
林
教
育
長

答答※ 

教
育
機
会
確
保
法
と
は

　
不
登
校
の
子
ど
も
に
、
学
校
外
で
の

多
様
な
学
び
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
法
律
。

　
民
間
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
公
立
の

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
等
、
学
校
以
外
の

教
育
機
会
を
確
保
す
る
施
策
を
国
と
自

治
体
の
責
務
と
し
、
必
要
な
財
政
支
援

に
努
め
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

澤田 豊秋　議員

問 フリースクールの授業
料等の補助を

答 教育委員会で検討
 小松町長
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一 般 質 問 一 般 質 問

ど
う
す
る

 

老
朽
化
し
た
住
宅

町
営
住
宅
の
改
修
計
画
や

入
居
募
集
は

問
　
町
営
住
宅
施
設
は
老
朽
化
に
伴
っ
て
修

繕
や
改
修
、
あ
る
い
は
解
体
等
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
感
じ
る
。

　
ま
た
、
空
き
部
屋
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
入
居
の
募
集
が
積
極
的
に
行
わ
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
施
設
の
管
理

上
、
将
来
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
問

う
。

耐
用
年
数
を
み
な
が
ら

 
高
力 

建
設
環
境
課
長

答
　
町
営
住
宅
は
482
戸
あ
り
、
他
の
町
村
に

比
べ
非
常
に
多
い
印
象
が
あ
る
。

　
公
共
施
設
再
編
計
画
と
は
切
り
離
し

て
、
住
宅
の
更
新
に
あ
た
っ
て
は
建
設
年

度
、
構
造
種
別
、
設
備
の
状
況
、
空
き
家

率
、
応
募
の
倍
率
な
ど
総
合
的
に
判
断
し

て
、
建
て
替
え
ま
た
は
個
別
の
改
善
を
実

施
し
て
い
く
。
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、

障
が
い
者
、
高
齢
者
、
子
育
て
世
代
に
配

慮
し
た
仕
様
と
す
る
。

　
老
朽
化
し
た
住
宅
ス
ト
ッ
ク
は
耐
用
年

数
を
迎
え
る
ま
で
使
用
し
、
退
去
修
繕
、

定
期
点
検
、
経
常
的
な
修
繕
な
ど
を
行
い

な
が
ら
、当
面
、現
状
の
戸
数
を
維
持
す
る
。

ア
パ
ー
ト
に
も

 

防
災
対
策
を

民
間
ア
パ
ー
ト
の

 

自
治
振
興
・
地
域
振
興
は

問
　
近
年
、
民
間
ア
パ
ー
ト
が
増
え
て
き
た

が
、
自
治
会
に
加
入
し
な
い
と
こ
ろ
や
単

独
の
と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　
自
治
会
を
形
成
し
て
い
な
い
場
合
、
自

治
振
興
や
地
区
公
民
館
を
単
位
と
す
る
活

動
へ
は
ど
の
よ
う
に
呼
び
か
け
る
の
か
。

ま
た
、
防
災
活
動
は
ど
の
よ
う
に
展
開
す

る
の
か
。

　
災
害
が
あ
っ
た
時
の
連
絡
網
が
そ
こ
で

途
絶
え
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
、
ア
パ
ー

ト
に
入
っ
て
い
る
方
の
自
由
と
は
言
い
な

が
ら
も
、
防
災
無
線
は
や
は
り
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

学
校
プ
ー
ル
は
大
丈
夫
か

暑
す
ぎ
て
・
熱
す
ぎ
て

 

プ
ー
ル
が
使
え
な
い
が

問
　
こ
の
夏
も
酷
暑
が
続
き
、
学
校
プ
ー
ル

の
水
温
、
水
質
、
素
足
で
歩
け
な
い
プ
ー

ル
サ
イ
ド
、
熱
中
症
な
ど
の
危
険
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
。
水
泳
指
導
も
含
め
、
屋
外

活
動
の
あ
り
方
や
施
設
の
環
境
改
善
計
画

は
。

　
ま
た
屋
内
プ
ー
ル
の
整
備
は
ど
う
か
。

熱
中
症
モ
ニ
タ
ー
を
設
置

 

小
林
教
育
長

答
　
「
熱
中
症
予
防
運
動
指
針
」
を
参
考
に

運
動
制
限
を
行
っ
て
い
る
。

　
屋
内
プ
ー
ル
の
建
設
は
管
理
も
費
用
も

か
か
る
。移
動
距
離
も
考
え
ら
れ
る
。（
北

栄
町
の
）
Ｂ
＆
Ｇ
方
式
の
よ
う
に
全
体
を

テ
ン
ト
で
覆
う
と
い
う
よ
う
な
方
法
も
あ

る
が
、
年
間
を
と
お
し
て
利
用
す
る
と
な

る
と
管
理
が
大
変
。

防
災
無
線
を
す
す
め
る

 

小
松
町
長

答

福本 まり子　議員

問 ①公営住宅の利活用について
②民間アパート等の自主活動について
③各学校プールについて

答 ①耐用年数をみながら
②防災無線設置を推進
③運動制限で熱中症対策

町営住宅
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一 般 質 問 一 般 質 問

白
鳳
祭
は

夏
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

　
　
　
町
民
の
方
か
ら
来
年
度
は
中
止
か

と
尋
ね
ら
れ
る
が
、
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

 

小
松
町
長

答
　
予
算
上
の
話
で
発
言
し
た
の
で
、
中
止

と
は
言
っ
て
な
い
。

　
　
　
白
鳳
祭
が
ど
う
い
う
経
過
で
立
ち

上
が
っ
た
か
。

 

小
松
町
長

答
　
１
億
円
ど
う
活
用
す
る
か
、
ふ
る
さ
と

創
生
事
業
の
一
環
で
始
ま
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
。

　
　
　
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
で
9
事

業
が
選
定
さ
れ
、
そ
の
中
に
白
鳳

祭
が
入
っ
て
い
る
理
由
は
。

 

小
松
町
長

答
　
補
助
金
の
中
身
で
考
え
る
必
要
が
あ

り
、
10
月
の
事
業
レ
ビ
ュ
ー
で
意
見
を
聞

き
た
い
。

　
　
　
市
町
村
と
も
イ
ベ
ン
ト
は
催
し
て

い
る
。
課
題
は
あ
る
と
思
う
が
継

続
を
願
う
。

 

小
松
町
長

答
　
町
民
の
皆
様
が
協
力
し
合
い
企
画
か
ら

運
営
さ
れ
る
白
鳳
祭
で
あ
る
こ
と
を
希
望

し
、
事
業
レ
ビ
ュ
ー
で
意
見
を
聞
き
予
算

で
判
断
す
る
。

防
災
士
の
役
割
は

　
　
　
平
成
29
年
度
か
ら
３
カ
年
計
画

で
、
75
人
を
予
定
さ
れ
て
い
る
が

現
状
は
。

　
　
　

過
去
２
年
間
で
37
名
の
方
が
取
得

さ
れ
て
い
て
、
内
訳
は
一
般
の
方

が
14
名
、
企
業
の
方
４
名
、
消
防
団
員
が

17
名
、
役
場
職
員
が
２
名
。

　
　
　
防
災
士
の
資
格
取
得
時
に
補
助
金

は
全
額
か
。

　
　
　

費
用
が
１
万
６ 

千
円
か
か
る
、
全

て
町
で
負
担
し
て
い
る
。

防
災
士
の
活
動
に
つ
い
て

問
　
　
　

平
常
時
の
場
合
、
近
く
の
家
庭
の

防
災
、
減
災
、
地
域
で
の
啓
発
活

動
、
訓
練
の
参
加
、
災
害
時
は
消
防
、
警

察
と
か
自
衛
隊
と
か
、
到
着
す
る
ま
で
の

間
の
被
害
の
軽
減
を
図
る
消
火
活
動
、
救

出
活
動
、避
難
誘
導
な
ど
期
待
し
て
い
る
。

問問問

問

問答問答答

手嶋 正巳　議員

問 白鳳祭来年度も開催すべき

答 予算編成のなかで判断

今年の白鳳太鼓保存会の演奏

ことうら議会だより　2019年11月１日　第62号―　16　――　PB　―第62号　2019年11月１日　ことうら議会だより



一 般 質 問 一 般 質 問

ど
う
な
る
の

琴
浦
熱
中
小
学
校

　
　
　
琴
浦
熱
中
小
学
校
の
課
題
は
、
地

方
創
生
推
進
交
付
金
の
最
終
年
度

に
向
け
、
持
続
可
能
な
体
制
構
築
を
築
け

る
か
否
か
に
掛
か
っ
て
い
る
。
今
後
の
体

制
構
築
や
事
業
展
開
の
方
向
性
は
。

　
　
　
来
年
が
一
つ
の
区
切
り
に
な
る
、

継
続
を
目
的
と
し
て
い
る
わ
け
で

な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
方
の
話
を
聞
く
中
で

新
た
な
風
を
呼
び
込
む
こ
と
を
一
つ
の
目

的
に
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
・
シ
ア
ト
ル
へ
は

自
費
か

問
　
継
続
が
目
的
で
な
い
と
い
う
と
誤
解
を

与
え
る
の
で
は
。
副
町
長
が
シ
ア
ト
ル
熱

中
小
学
校
に
行
か
れ
た
が
、
ど
ん
な
可
能

性
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
か
、
ま
た
自
費

で
行
か
れ
た
の
か
。

旅
費
は
交
付
金
で
賄
っ
た

 

小
松
町
長

答
　
報
告
を
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
で
行
っ

た
。旅
費
は
交
付
金
の
中
で「
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
」
と
い
う
こ
と
で
賄
っ
た
。

熱
中
通
販
の
状
況
は

問
　
継
続
す
る
体
制
が
問
わ
れ
て
い
る
が
、

収
入
源
と
し
て
の
熱
中
通
販
※
が
鍵
だ
。

一
億
の
売
り
上
げ
で
５
％
の
還
元
で

５
百
万
円
。
そ
れ
に
授
業
料
と
で
自
立
で

き
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、売
り
上
げ
状
況
は
。

９
万
296
円

 

米
村 

商
工
観
光
課
長

答
　
売
り
上
げ
状
況
は
９
月
ま
で
で
、

９
万
296
円
。

予
算
編
成
の
方
向
性

編
成
の
方
向
性
は

問
　
予
算
編
成
は
各
課
要
求
と
財
政
計
画
な

ど
を
斟し
ん
酌し
ゃ
く

し
な
が
ら
編
成
さ
れ
て
い
る
と

思
う
が
、
町
長
は
多
様
な
意
見
を
聞
く
場

を
積
極
的
に
設
け
て
い
る
、
ど
う
取
り
ま

と
め
る
か
手
腕
が
問
わ
れ
て
い
る
。
編
成

の
方
向
性
を
伺
う
。

　
　
　

大
き
く
は
変
わ
っ
て
な
い
が
、
行

財
政
改
革
で
や
っ
て
い
る
。
そ
れ

か
ら
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
な
ど
、
来

年
新
し
く
起
こ
っ
て
く
る
こ
と
も
含
め
予

算
編
成
を
し
た
い
。

　
　
　
事
業
レ
ビ
ュ
ー
も
白
鳳
祭
な
ど
成

功
し
て
い
る
も
の
よ
り
、
載
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
は
。

こ
ん
な
こ
と
で
政
策
決
定
や
予
算
付
け
の

基
礎
に
な
る
の
か
。

 　
　
　
方
向
性
を
見
る
と
い
う
考
え
で
進

め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
（
予
算
編
成
等
は
）「
公
明
正
大
に

や
っ
て
い
る
」と
い
う
こ
と
だ
が
、

そ
う
い
う
意
識
を
打
ち
砕
く
こ
と
が
あ
っ

た
。
ネ
ッ
ト
上
に
補
助
金
団
体
と
事
前
に

約
束
し
た
も
の
が
流
出
し
て
い
る
。「
部

落
解
放
施
策
及
び
２
０
１
９
年
度
解
放
事

業
要
請
」
と
い
う
文
書
だ
が
言
わ
れ
た
こ

と
と
違
う
の
で
は
。

　
　
　

質
問
通
告
の
中
で
な
け
れ
ば
、

ち
ょ
っ
と
そ
こ
で
読
ま
れ
て
も
わ

か
ら
な
い
。

　
　問答

答
　
　問答

　
　問答

※
熱
中
通
販
と
は

　
熱
中
小
学
校
を
補
助
金

打
ち
切
り
後
も
持
続
さ
せ

る
た
め
通
販
に
よ
っ
て
利

益
を
配
分
す
る
仕
組
み
。

　
5
％
の
還
元
の
た
め
、

約
１
億
円
の
商
品
の
売
り

上
げ
が
目
標
。
広
告
宣
伝

料
と
し
て
月
額
25
万
円
支

出
さ
れ
て
い
る
。

大平 高志　議員

問 琴浦熱中小学校の
方向性は

答 継続を目的としていない
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一 般 質 問 一 般 質 問

　
　
　
「
差
別
事
象
等
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

制
定
の
根
拠
は
何
か
。
法
的
拘
束

力
は
あ
る
の
か
、
あ
れ
ば
理
由
を
聞
き
た

い
。
行
政
執
行
に
ど
う
活
用
す
る
の
か
位

置
づ
け
を
聞
き
た
い
。

　
さ
ら
に「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」で
実
施
の「
差

別
事
象
対
策
」
で
人
権
侵
害
が
起
こ
っ
て

い
る
が
、
廃
止
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
根
拠
は
「
琴
浦
町
部
落
差
別
撤
廃

と
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
る
条

例
」
と
そ
れ
に
基
づ
く
「
あ
ら
ゆ
る
差
別

を
な
く
す
る
総
合
計
画
」の
第
１
章
で「
マ

ニ
ュ
ア
ル
」に
よ
る
対
応
を
定
め
て
い
る
。

拘
束
力
は
、
努
力
義
務
で
運
用
し
て
い
る

が
、
最
終
的
に
は
再
発
防
止
の
た
め
の
教

育
・
啓
発
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
昨
年
の
議
会
発
言
で
あ
れ
ば
、「
差
別

事
象
」
に
当
た
る
か
ど
う
か
で
委
員
会
が

開
か
れ
、再
発
防
止
を
検
討
さ
れ
た
の
で
、

人
権
侵
害
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。（
教

育
長
答
弁
略
）

今
は
い
じ
め
問
題
が
重
要

問
　
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
に
個
別
の
人

権
問
題
に
優
劣
を
付
け
た
文
章
が
掲
載
さ

れ
た
事
象
が
あ
る
と
い
う
。

　
内
容
は
、「
こ
ん
な
こ
と
を
書
く
と
バ
ッ

シ
ン
グ
が
怖
い
気
が
し
ま
す
が
、
今
の
時

代
は
部
落
差
別
（
問
題
）
よ
り
も
、（
中

学
校
で
は
）
い
じ
め
の
問
題
の
ほ
う
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。」
こ
れ
が
問
題
に
な

る
の
か
。比

べ
て
の
記
述
は
間
違
い

 

小
林
教
育
長

答
　
大
変
重
要
な
事
項
を
含
ん
で
い
る
。
多

様
な
人
権
問
題
を
こ
っ
ち
よ
り
こ
っ
ち
が

大
事
と
い
う
言
い
方
は
当
事
者
に
と
っ
て

大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
に
な
る
。「
Ａ
よ
り
Ｂ

の
ほ
う
が
大
事
」
と
比
べ
て
記
述
す
る
こ

と
は
間
違
い
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

表
現
の
自
由
に
違
反
す
る

問
　
こ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
の
問
題
は
憲
法
21

条
に
規
定
す
る
「
表
現
の
自
由
」
に
違
反

す
る
の
で
は
な
い
か
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
同
じ

 

小
林
教
育
長

答
　
言
論
の
自
由
は
あ
る
が
、
当
事
者
の
心

情
も
配
慮
す
る
発
言
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
同
じ
と
考
え
て

い
る
。

禁
じ
ら
れ
る
「
検
閲
」

で
は
な
い
か

問
　
町
の
差
別
事
象
対
策
委
員
会
に
か
け
ら

れ
、
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
て
い
る
。
憲
法

21
条
の
第
２
項
で
「
検
閲
は
、
こ
れ 

を
し

て
は
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は

検
閲
で
は
な
い
か
。

研
修
材
料
に
す
る

 

小
林
教
育
長

答
　
こ
れ
は
皆
さ
ん
が
気
付
か
な
い
と
い
け

な
い
こ
と
で
、
研
修
材
料
と
し
て
注
意
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　問答

青亀 壽宏　議員

問 「差別事象等対応マニュ
アル」の根拠は

答 「琴浦町部落差別撤廃とあらゆる差
別をなくする条例」である 小松町長

人権について困ったことがあれば、
ひとりで悩まずにご相談ください。
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一 般 質 問 一 般 質 問

同
和
対
策
に
係
る
固
定
資
産

税
の
減
免
措
置
は
差
別
で
は

　
　
　
①
琴
浦
町
同
和
対
策
に
係
る
固
定

資
産
税
の
減
免
措
置
要
綱
で

は
、
対
象
地
域
は
、「
歴
史
的
、
社
会

的
理
由
に
よ
り
、
生
活
環
境
な
ど
の
安

定
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
地
域
の
住
民
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
対
象
地
域
を
差
別
し

て
い
る
。
即
刻
廃
止
す
べ
き
で
は
。

② 
「
減
免
要
綱
」
の
対
象
地
域
は
、
行
政

区
と
あ
り
、
行
政
区
は
ど
こ
か
と
い
う

私
の
質
問
が
差
別
事
象
と
し
て
、
県
等

に
報
告
さ
れ
た
。
議
会
は
差
別
で
は
な

い
と
撤
回
を
求
め
る
決
議
を
し
た
。
そ

の
後
の
取
り
組
み
は
。

差
別
で
は
な
い

 
小
松
町
長

答① 

差
別
が
あ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
と
こ
ろ

を
対
象
地
域
と
し
て
い
る
。
差
別
と
い

う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
な
い
。

②
報
告
書
は
取
り
下
げ
た
。

全
て
返
還
し
て
も
ら
っ
た

 

小
林
教
育
長

答② 

議
会
の
決
議
が
な
さ
れ
た
の
で
、
県
の

人
権
局
等
全
て
返
還
し
て
も
ら
っ
た
。

ま
た
、
議
会
か
ら
出
さ
れ
た
「
差
別
事

象
状
況
報
告
書
」も
議
会
に
返
還
し
た
。

タ
ク
シ
ー
助
成
は
改
善
を

　
　
　
町
営
バ
ス
運
行
エ
リ
ア
は
100
円
で

誰
で
も
利
用
で
き
る
の
に
、
エ
リ

ア
外
は
タ
ク
シ
ー
助
成
で
利
用
者
や
利
用

回
数
に
制
限
が
あ
る
。
利
用
料
も
半
分
は

個
人
負
担
、
こ
れ
は
差
別
で
あ
る
。
改
善

す
べ
き
で
は
。

手
段
を
考
え
て
い
く

 

小
松
町
長

答
　
予
算
的
な
制
限
が
か
か
り
、
今
後
何
か

の
手
段
が
な
い
か
考
え
て
い
く
。

防
災
は
待
っ
た
な
し

　
　
　
①「
わ
が
家
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

が
配
布
さ
れ
た
。町
民
、企
業
、

団
体
に
周
知
、
啓
発
、
訓
練
を
ど
の
よ

う
に
行
う
か
。

② 

住
宅
用
火
災
報
知
器
の
設
置
、
点
検
は

ど
う
し
て
い
る
か
。

③ 
災
害
時
、
断
水
対
応
に
防
災
井
戸
を
設

置
す
べ
き
で
は
。

検
討
し
て
い
く

 

小
松
町
長

答① 

地
区
公
民
館
、
自
治
会
で
の
防
災
講
習

を
行
っ
て
い
る
。

② 

電
池
の
交
換
な
ど
、
放
送
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
説
明
し
て
い
る
。

③ 

地
下
水
を
生
活
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
方
に
、
無
償
利
用
の
協
定
を
検

討
す
る
。

公
共
施
設
は
ど
う
な
る
の

　
　
　
総
合
公
園
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

カ
ウ
ベ
ル
ホ
ー
ル
、
一
向
平
キ
ャ

ン
プ
場
、
道
の
駅
の
公
共
施
設
レ
ビ
ュ
ー

が
終
わ
っ
た
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

全
て
検
討
す
る

 

小
松
町
長

答
　
総
合
公
園
は
、専
門
家
の
意
見
を
聞
く
、

ま
な
び
タ
ウ
ン
は
図
書
館
を
核
と
し
て
検

討
す
る
。
カ
ウ
ベ
ル
ホ
ー
ル
は
検
討
委
員

会
を
設
置
す
る
。一い
っ

向こ
う

平が
な
る

キ
ャ
ン
プ
場
は
、

指
定
管
理
の
条
例
改
正
を
す
る
。
道
の
駅

は
国
の
補
助
事
業
で
検
討
す
る
。

　
　問

　
　問

　
　問

　
　問

高塚 勝　議員

問 同和対策に係る固定資産
税の減免措置は差別だ

答 差別ではない 小松町長

「わが家の防災マニュアル」
（琴浦町平成30年版）
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一 般 質 問 一 般 質 問

人
口
の
１
％
を

 

毎
年
取
り
戻
せ

　
　
　
田
園
回
帰
の
人
口
論
と
し
て
、
人

口
の
１
％
を
取
り
戻
せ
。
20
代
前

半
男
女
１
組
（
２
名
）
―
出
生
増
、
30
代

子
連
れ
夫
婦
２
組
（
６
名
）
―
若
者
流
入

増
、
60
代
定
年
帰
郷
夫
婦
１
組
（
２
名
）

の
定
住
増
加
数
に
つ
い
て
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
「
住
民
が
主
人
公
」

で
「
行
政
は
支
援
役
」
と
な
る

答
　
古
布
庄
地
区
に
複
合
拠
点
「
郷
の
駅
」

と
い
う
こ
と
だ
が
、「
一
般
社
団
法
人 

持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
総
合
研
究
所
」
の

藤
山
浩
氏
に
人
口
分
析
・
活
用
支
援
業
務

を
委
託
し
て
い
る
。
10
月
１
日
に
古
布
庄

地
区
に
デ
ー
タ
を
持
参
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

　
中
山
間
地
の
活
性
化
と
い
う
こ
と
で
、

１
つ
の
モ
デ
ル
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い

る
。
成
果
が
期
待
で
き
る
か
は
、
地
域
の

振
興
協
議
会
の
方
に
か
か
っ
て
い
る
と
思

う
が
、
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

古
布
庄
の
現
状
と
人
口
推
移

問
　
29
年
４
月
１
日
現
在
、
古
布
庄
地
区
の

人
口
減
少
率
は
25
・
１
％
、
15
歳
か
ら
29

歳
の
若
者
の
流
出
率
32
・
６
％
。
１
年
間

に
３・
４
人
が
流
出
し
て
お
り
、
女
性
だ

け
の
15
歳
か
ら
29
歳
の
流
出
率
は
37
・

４
％
。
１
年
間
に
２
人
が
流
出
。
ま
た
、

高
齢
化
比
率
44
％
、
限
界
集
落
１
、
準
限

界
６
。
２
０
５
０
年
に
は
270
人
と
推
測
さ

れ
て
い
る
が
。

　
　
　

藤
山
先
生
の
デ
ー
タ
分
析
の
詳
細

を
見
て
検
討
し
、
１
％
確
保
と
と

も
に
、
地
区
の
活
性
化
と
な
る
も
の
に
し

た
い
。

所
得
の
１
％
を
毎
年
取
り

戻
す

問
　
田
園
回
帰
の
経
済
論
と
し
て
、
定
住

１
％
増
加
に
必
要
な
所
得
１
％
増
加
は
、

地
区
外
流
出
額
１
、４
０
０
万
円
を
取
り

戻
す
た
め
、
毎
年
10
名
の
定
住
増
加
数
が

必
要
で
、
半
農
半
Ｘ
、
雇
用
所
得
で
確
保

す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

新
た
な
複
合
拠
点

 

「
郷
の
駅
」
構
想

　
　
　
田
園
回
帰
の
地
域
構
造
論
と
し

て
、公
民
館
周
辺
を
郷
の
駅（
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
セ
ン
タ
ー
）
構
想
に
つ
い
て
。

ま
た
、
旧
古
布
庄
小
学
校
１
階
に
キ
ク
ラ

ゲ
工
場
、
２
階
に
全
国
公
募
で
若
い
芸
術

家
の
ア
ト
リ
エ
に
。

 

小
松
町
長

答
　
提
言
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
、
今

後
の
古
布
庄
地
区

の
交
流
人
口
・
関

係
人
口
を
ど
う
増

や
し
て
い
く
か
は

地
域
住
民
の
皆
さ

ま
の
考
え
ひ
と
つ

だ
と
思
う
。

　
　問

答

提
言
と
し
て
受
け
止
め
る
。

答
　
　問

桑本 始　議員

問 古布庄地区に複合機能
拠点「郷

さと

の駅」を

答 人口分析・活用支援は振興
協議会と相談 小松町長

出典：「田園回帰１％戦略」

中山間地域における「郷の駅」整備・運営イメージ
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15周年歴代の議会だより
　「議会だより」も琴浦町の誕生と共に、創刊15周年を迎えました。次ページからは特集「議会だよりに
見る琴浦町議会15年」として、15年間の議会での出来事や議員の変遷などを掲載しています。

次ページの出来事は過去の
「議会だより」からの抜粋です。
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2011 2010 2009 2008 2007 2006 2005 2004
19 20 議員定数　  　31

谷田　巌

井木　裕 井木　裕 井木　裕

谷本　茂

桑本　始 桑本　始 桑本　始

林原　篁

前田　智章 前田　智章 前田　智章

石賀　榮 石賀　榮 石賀　榮

青亀　壽宏 青亀　壽宏 青亀　壽宏

藤本　則明 藤本　則明

手嶋　正巳 手嶋　正巳 手嶋　正巳

藤堂　裕史 藤堂　裕史

小椋　正和 小椋　正和 小椋　正和

田中　正人

◎ 川本正一郎 川本正一郎 川本正一郎

山田　義男 山田　義弘

高塚　勝 高塚　勝

◎ 福本　宗敏 ◎ 福本　宗敏

3/28～ 新藤　登子 新藤　登子 新藤　登子

語堂　正範 田中昌一郎

御崎　勤 御崎　勤

丸山専之祐

金光　巌

大田　友義 大田　友義 大田　友義

長尾　稔

山下　一成 山下　一成 ○ 山下　一成

鉃本　忠弘

盛山　明

手嶋　興人

○ 坂本　正彦 坂本　正彦

定常　博敬 定常　博敬

橋田　照雄

武尾　頼信 武尾　頼信 武尾　頼信

○ 金田　章 金田　章 金田　章

□ 前田　博司 □ 大田　順子

　11/12 福本　宗敏

　3/14 山内　勉 （8/18）

※日付は在職中に亡くなられた日付　　◎：議長　○：副議長　□：議会事務局長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （日付）は辞職した日付

※現職議員を基準に元議員を配置のため順不同。敬称略

琴 浦 町 議 会 15年 間

赤
碕
地
域
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

桐
谷
家
住
宅
・
旧
中
井
旅
館
改
修
事
業

雇
用
促
進
住
宅
有
償
譲
渡

琴
浦
会
第
1
回
西
日
本
地
区
交
流
会

日
韓
友
好
交
流
公
園
碑
文
削
除
問
題

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
統
合
改
修
事
業

町
税
条
例
改
正
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

Ｊ
Ａ
か
ら
カ
ウ
ベ
ル
ホ
ー
ル
を
購
入

町
長
に
田
中
満
雄
、
助
役
に
山
下
一
郎

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
設
置

Ｊ
Ａ
合
併
調
査
特
別
委
員
会
設
置

町
長
に
山
下
一
郎
、
副
町
長
に
江
原
修

や
ば
せ
こ
ど
も
園
新
築
事
業

高
規
格
道
路
活
性
化
設
置
特
別
委
員
会
設
置

産
廃
反
対
請
願
採
択

台
風
災
害
復
旧

議
会
基
本
条
例
調
査
特
別
委
員
会
設
置 町

長
に
米
田
義
人
、
助
役
に
田
中
満
雄
、
教
育
長
に
山
田
一
男

企
業
誘
致
特
別
委
員
会
設
置

新
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会
設
置

代
表
監
査
委
員
に
松
田
道
昭

教
育
長
に
永
田
武　
10
／
27
～
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2019 2018 2017 2016 2015 2014 2013 2012
16 16

井木　裕 井木　裕

桑本　始 ◎ 桑本　始

前田　智章 ◎ 前田　智章 ○

青亀　壽宏 青亀　壽宏

藤本　則明

手嶋　正巳 ◎ ○ 手嶋　正巳

1/9 藤堂　裕史

◎ 小椋　正和 小椋　正和

（12/20） 川本正一郎 川本正一郎

6/6 山田　義男

○ 高塚　勝 ○ 高塚　勝

新藤　登子 新藤　登子

語堂　正範

桑本　賢治 桑本　賢治

澤田　豊秋 澤田　豊秋

大平　高志 大平　高志

押本　昌幸

福本まり子

角勝　計介

前田　敬孝

6/30

□ 太田　道彦 □ 阿部　信惠 □ 山本　秀正 □ 田中　　淳

2011 2010 2009 2008 2007 2006 2005 2004
19 20 議員定数　  　31

谷田　巌

井木　裕 井木　裕 井木　裕

谷本　茂

桑本　始 桑本　始 桑本　始

林原　篁

前田　智章 前田　智章 前田　智章

石賀　榮 石賀　榮 石賀　榮

青亀　壽宏 青亀　壽宏 青亀　壽宏

藤本　則明 藤本　則明

手嶋　正巳 手嶋　正巳 手嶋　正巳

藤堂　裕史 藤堂　裕史

小椋　正和 小椋　正和 小椋　正和

田中　正人

◎ 川本正一郎 川本正一郎 川本正一郎

山田　義男 山田　義弘

高塚　勝 高塚　勝

◎ 福本　宗敏 ◎ 福本　宗敏

3/28～ 新藤　登子 新藤　登子 新藤　登子

語堂　正範 田中昌一郎

御崎　勤 御崎　勤

丸山専之祐

金光　巌

大田　友義 大田　友義 大田　友義

長尾　稔

山下　一成 山下　一成 ○ 山下　一成

鉃本　忠弘

盛山　明

手嶋　興人

○ 坂本　正彦 坂本　正彦

定常　博敬 定常　博敬

橋田　照雄

武尾　頼信 武尾　頼信 武尾　頼信

○ 金田　章 金田　章 金田　章

□ 前田　博司 □ 大田　順子

　11/12 福本　宗敏

　3/14 山内　勉 （8/18）

「議 会 だ よ り」に み る

一
般
会
計
予
算
減
額
修
正
可
決

町
会
議
員
の
差
別
事
象
（
報
告
）
撤
回
決
議

ふ
る
さ
と
の
恵
み
で
乾
杯
条
例

誕
生
15
周
年

議
長
不
信
任
再
可
決

議
長
辞
職
勧
告
可
決

総
合
体
育
館
耐
震
工
事

進
学
奨
励
金
一
般
化

議
会
基
本
条
例
改
正

議
員
辞
職
勧
告

林
養
魚
場
誘
致

下
伊
勢
バ
イ
パ
ス
開
通

補
正
予
算
（
地
方
創
生
加
速
化
）
を
再
審
議

懲
罰
特
別
委

震
災
関
連
予
算

議
長
不
信
任
・
戒
告
処
分
可
決

議
会
基
本
条
例
制
定

議
長
辞
任
反
対
・
問
責
決
議
・
懲
罰
決
議

塩
谷
定
好
写
真
記
念
館
整
備
補
助

鳥
取
看
護
大
設
置
支
援

副
町
長
に
小
松
弘
明

（
古
布
庄
小
・
東
伯
小
統
合
）

聖
郷
小
開
校

（
浦
安
保
・
逢
束
保
統
合
）

し
ら
と
り
こ
ど
も
園
開
園

補
正
予
算
再
提
案

新
庁
舎
落
成

企
業
誘
致
推
進
特
別
委
員
会
設
置

当
初
予
算
を
委
員
会
否
決

代
表
監
査
委
員
に
山
根
弘
和

補
正
予
算
議
長
裁
決

地
方
創
生
調
査
特
別
委
員
会
設
置

一
般
会
計
予
算
減
額
修
正
可
決

町
長
に
小
松
弘
明
、
副
町
長
に
山
口
秀
樹

政
治
倫
理
条
例
制
定

町
税
等
調
査
特
別
委
員
会
設
置

こ
と
う
ら
こ
ど
も
園
開
園

（
以
西
保
・
成
美
保
・
安
田
保
統
合
）

ふ
な
の
え
こ
ど
も
園
開
園

（
以
西
小
・
成
美
小
・
安
田
小
統
合
）

船
上
小
開
校

広
報
常
任
委
員
会
設
置

教
育
長
に
小
林
克
美

同
対
固
定
資
産
税
減
免
措
置
廃
止
決
議
可
決

代
表
監
査
委
員
に
稲
田
裕
司

議
会
監
査
請
求
決
議

予
算
・
決
算
審
査
特
別
委
員
会
設
置

（
古
布
庄
保
・
釛
保
統
合
）
こ
が
ね
こ
ど
も
園
開
園

教
育
長
に
田
中
清
治　
10
／
27
～
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町 民 の 声
「 カワセミの暮らす水辺を守ろう 」

　「町の鳥・カワセミはどこで見られますか？」と、時々
聞かれます。「はい、町内のどこそこでよく見られますよ」
と答えたいのですが、なかなかそうはいきません。以前は
加勢蛇川河口などでよく見かけたものですが、最近はその
姿を見ることが少なくなりました。
　カワセミが町の鳥に決まったのは2008年９月です。選考委員の一人としてその選
定に関わりました。町の鳥を選ぶ選挙を実施し、その結果を参考にして町にふさわし
い鳥を選ぶことになりました。選挙には９種の野鳥が立候補、結果はカワセミが見事
１位に選ばれました。カワセミは体長およそ17センチ。長いくちばしと大きな頭、短い尾が特徴です。コバ
ルト色の背中とオレンジ色のお腹をした鮮やかな色の鳥で、その美しさから水辺の宝石とも呼ばれています。
川にダイビングして魚を捕まえ、川の土手に穴を掘って巣を作ります。水辺の環境が悪くなれば、カワセミの
姿は消えてしまいます。川は森と海をつなぐ大切な役割をしています。美しい琴浦の森と海を守るため、カワ
セミの暮らすことができる水辺をいつまでも守り続けていきたいものです。

「 琴浦町に農家民宿誕生へ 」

　国の登録有形文化財に認定された築
130年の茅葺き古民家「金平家住宅」が
琴浦町にあることを町民の皆さまはどの
くらいご存知でしょうか。
　地域の伝統的資産として将来にわたり維持管理していくこと、また都市・農村交流
の拠点として活用していくことを目的に、2020年春、農家民宿に生まれ変わります。
　宿泊者の方には、立地場所の立子谷（たつこだに）地域を中心に農業体験などのプ
ログラムを通じて住民との触れ合いの場を楽しんでいただきたいと考えていますが、
この地域に限らず、琴浦町内の良い眺め、美味しい食材、面白い人など、どんどん紹
介していくつもりです。
　琴浦町はそれまで何もご縁がなった方にも移住先として選ばれる魅力があるようです。
　宿泊者を迎え入れた際には、おもてなしの心をプラスしてありのままの姿勢で接し
ていただき、少しでも気に入っていただけたら嬉しいなあと思います。
　琴浦町に良い空気が流れていくために、皆さまどうかよろしくお願いいたします。

谷口　真一

大石　陽一郎

敬称略

　

今
回
は
、
合
併
15
周
年
を
迎
え
る
と
い
う
記

念
す
べ
き
議
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　

９
月
議
会
は
、
決
算
議
会
と
も
言
わ
れ
ま
す

が
、
こ
の
た
び
か
ら
、
予
算
・
決
算
審
査
特
別

委
員
会
が
機
能
し
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
せ
い
か

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
一
般
会
計
が
特
別
委
員

会
で
不
認
定
、
本
会
議
で
可
否
同
数
と
な
り
、

議
長
の
裁
決
で
認
定
さ
れ
る
と
い
う
結
果
に

な
っ
た
初
め
て
の
体
験
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
先
達
の
お
か
げ
で
今
日
が
あ
る
こ
と

に
感
謝
し
、
町
も
議
会
も
さ
ら
に
研
鑽
を
深
め

な
が
ら
町
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
が
そ
の
一
助
と
な

る
よ
う
、
で
き
る
限
り
わ
か
り
や
す
く
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
編
集
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
、
ご
感
想
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

（
豊 

秋
）

法
万
上
空
か
ら
の
眺
望�

�

（
撮
影
／
前
田
ひ
ろ
の
り
）

表
紙
写
真

議
会
広
報
常
任
委
員
会

�

委
員
長
　
　
澤
田
　
豊
秋

�

副
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